








初めて 200 万人を突破した（図 1）。1990 年には
100 万人程度であったから、ここ 10 年間で 2倍
に増加したことになる。在日外国人の国籍は多様
化し、1980 年には 8割を占めていた韓国・朝鮮








1980 年に約 7千組であったのが、1990 年に約 2
万 5千組、2000 年に約 3万 6千組と増加し、
2005 年には 4万組を超えた。国際結婚比率（全
婚姻に占める国際結婚の割合）でみても、1980
年は 1％未満であったが、2005 年には 6％近く
にまで達している（図 2）。都心部ではさらに顕
著である。東京都（2005 年）では、85,382 組中
7,827 組（9.2％）、区部に限定すれば 61,898 組
中 6,319 組（10.2％）が国際結婚であった。東京









村によれば、1999 年 4 月、東京都新宿区にある
































































































































































　調査時期　2005 年 11 月～12 月
















































Ⅰ Ⅱ Ⅲ 共通性 平均 標準偏差
韓国料理 .79 .04 －.09 .35 2.75 .96
韓国の映画やテレビドラマ .55 －.16 .14 .26 2.12 .99
中華料理 .48 .07 .05 .26 3.45 .71
香港映画 .38 .26 －.05 .21 2.20 .86
ジーンズ －.06 .62 .09 .24 2.90 .99
ロック音楽 .01 .61 －.15 .19 2.51 1.00
ファストフード .01 .43 .13 .20 2.47 .92
ハリウッド映画 .10 .34 .12 .19 3.09 .90
ヨーロッパの高級ブランド －.06 .06 .68 .23 2.38 1.03
フランス料理 .21 －.10 .44 .22 2.90 .87
ディズニーランド .01 .09 .43 .19 2.91 .99
　　　因子間相関行列 Ⅰ Ⅱ Ⅲ









































男性ダミー －.18НН .06 －.28НН
年齢 －.17НН －.45НН －.16НН
教育年数 .02 －.02 .10Н
等価所得 .12НН －.02 .16НН
R2 .09НН .19НН .16НН





















































る。Model 1 では基本属性の効果、Model 2 では
基本属性で統制された外国製品嗜好の効果が明ら
かになる。さらに、それだけではなく、基本属性



















































Model 1 Model 2 Model 1 Model 2
全体
男性ダミー －.08 －.10 † 　.00 　.08 －.07
年齢 －.16 НН －.08 －.20 † －.18 －.09 †
教育年数 　.09 　.11 † 　.20 　.21 † 　.13 Н
等価所得 －.01 －.01 　.06 　.03 　.01
アジア嗜好 　.09 　.62 НН 　.18 НН
アメリカ嗜好 　.21 НН －.12 　.14 Н
ブランド嗜好 －.12 † －.24 －.12 †
外国人＝西洋人ダミー 　.11 Н
R2 　.05 НН 　.09 НН 　.12 Н 　.30 НН 　.13 НН
ΔR2 　.04 НН 　.18 НН
N 　342 　342 　 84 　 84 　427
НН p＜.01　Н p＜.05　† p＜.10
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